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※老朽化した玉名第１保育所の建替に伴い
　いだてん大河ドラマ館を再利用

※これはイメージです

◎德村登志郎
○北本　将幸
　内田　靖信
　近松惠美子

　作本　幸男
　森川　和博
　田畑　久吉

◎多田隈啓二
○田畑　久吉
　坂本　公司

　吉田真樹子
　吉田　憲司
　一瀬　重隆

　松本　憲二
　德村登志郎
　江田　計司

　近松惠美子

◎多田隈啓二
○西川　裕文
　吉田　憲司
　一瀬　重隆

　嶋村　　徹
　内田　靖信
　近松惠美子
　田畑　久吉

◎北本　将幸
○赤松　英康
　坂本　公司
　吉田真樹子

　古奥　俊男
　松本　憲二
　德村登志郎
　嶋村　　徹

　吉田真樹子
　古奥　俊男
　北本　将幸

　嶋村　　徹
　前田　正治

◎江田　計司
○一瀬　重隆
　吉田真樹子
　古奥　俊男

　北本　将幸
　近松惠美子
　森川　和博
　田畑　久吉

　吉田　憲司
　一瀬　重隆
　赤松　英康

　西川　裕文
　江田　計司

議会運営委員会

金栗四三地域創造戦略特別委員会

議会改革推進特別委員会 議会広報広聴特別委員会 有明海沿岸道路及び
公共施設建設調査特別委員会

有明広域行政事務組合議会

前田 正治
　国民健康保険の運営は、全国的に厳しい状況にあ
る。全国市長会などの団体が、国に1兆円の財政負
担を要望した経緯もある。国の負担割合が増加すれ
ば、市の国保財政はよくなり、国保加入者の税負担
の軽減にもつながるためこの陳情に賛成する。

前田 正治
①議員、市長、副市長、教育長の期末手当の引き上げについて
②各施設の使用料の増額について
　消費税10％増税後の経済指標（総務省の家計調査）では消費支出が前年と比較
し5.1％減少。これは消費税８％導入時より下げ幅が大きい。このような消費不
況の中、政府が2.2兆円の赤字国債を発行。この返済負担は国民に回ってくる。ま
た市の財政は、地方交付税の減少、合併特例債の償還、財政調整基金の取り崩しな
どを行なっている。
　このような厳しい状況を考えると、議員等の期末手当引き上げ、市民の負担増
加となる使用料の増額は見送るべきでは。

前田 正治
　市は、一般会計の繰り入れで国保増税を抑えてきた。平成30年度
繰り入れ中止で国保税は平均3,300円の増税となった。国保税が高
いのは、国が国庫負担金を減額したことが原因。国保加入者の多く
が、年金生活者や所得が低い層で、国保税は大きな負担であり、一般
会計からの繰り入れ中止は市民生活に大きな影響がある。

前田 正治
　０歳から2歳児を対象とした家庭的
保育事業等の認可を受ける際は、保育
の質を確保するうえで連携施設の確
保が必要。それが困難な場合、確保し
ない期間として5年の経過措置が認め
られている。法改正に伴う条例の改正
ではあるが、その期間を10年に延長
することは保育の質の後退につなが
るため賛成できない。

陳第１号

議第81・92・93・94・98・100・104号

議第60・61号

議第99号

原案反対

原案反対

原案反対

私はこう考える!!討論

常任委員会・特別委員会の構成委員も決定されました
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総務委員会 建設経済委員会 文教厚生委員会

（◎＝委員長、　○＝副委員長　敬称略）

※各議案については４ページを参照
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中尾議長多田隈副議長

原案賛成

くまもと県北病院機構設立組合議会

　令和元年第3回定例会は、11月27日から12月23日まで開催さ

れた。提出議案は、令和元年度一般会計補正予算、条例制定な

ど39件で、すべて原案どおり可決した。補正予算の主なものと

しては、ふるさと寄附金増加に伴う運営費の追加やいちごマラ

ソン大会補助金の追加、東京オリンピック聖火リレー事業負担金などであった。また各委員会の改選も

行なわれ、新たな体制でのスタートとなった。

玉名第１保育所仮園舎借上
1億2,100万円

東京オリンピック聖火リレー事業負担金
402万円

キラリかがやけ玉名
応援寄附金推進事業

1億5,857万円

◎近松惠美子 ◎田畑　久吉 ◎内田　靖信○松本　憲二 ○古奥　俊男 ○嶋村　徹

令和元年
第３回定例会（12月）
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員委 会 報 告

建
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務

いちごマラソン大会補助金増額

質問 今回いちごマラソン大会補助金を増額して、シャ

トルバスで遠くから送迎を行なうとのことだが、

近隣の渋滞は解消できそうか。

答え 	初めての試みであり断言はできないが、昨年まで
に比べれば緩和できるものと考えている。

保険者努力支援制度

質問 保険者努力支援制度について、特定健診の受診率、

ジェネリック医薬品の使用率は、また、この制度

に対する、市の取り組みについて伺う。

答え 	特定健診の受診率は40.6パーセント、ジェネリッ
ク医薬品の使用率は75.44パーセントであり、特
定健診の受診率向上を重点科目として進めている。

指定管理者の指定について

質問 	大衆浴場 玉の湯の指定管理者からの納付金が減額になる要
因は。

答え 	利用者が減少しており指定管理の運営収支を考慮し減額する。
来年度以降に大規模な修繕が見込まれないことや、指定管理
者応募の誘因になることも考慮した。

玉名市大衆浴場条例等の一部を改正する条例の制定について

質問 	草枕温泉てんすいの入場料について、障がい者手帳等の所持
者の料金設定の考え方は。

答え 	市外大人の障がい者手帳等所持者に割引規定はないが、利用
者の意見等も踏まえ、今回の条例改正で市内外の区別なく割
引規定を設けた。

令
和
元
年
12
月
17
日
開
催

令
和
元
年
12
月
16
日
開
催

令
和
元
年
12
月
13
日
開
催

ふるさと納税　大幅増！

質問 	増加しているふるさと納税に対し、返礼品代、諸経費などの
内訳はどうなっているのか。また、人気の返礼品は何であるか。

答え 	ふるさと納税額の３割が返礼品代、送料等で２割程度となっ
ている。人気の返礼品は地場産の温州みかんやあか牛、馬刺
し等である。

証明書発行手数料　引き上げ

質問 	住民基本台帳の閲覧・住民票等の交付に関する手数料の見直
しについて、国の法律はあるのか。また今回200円から

300円に引き上げられるのは他市の状況との兼ね合いなのか。

答え 	戸籍については、国の基準に従った料金の徴収を行なっている。
住民票等は特に基準はない。他市もすでに300円で、合併後
14年が経過しているため、早期の料金の見直しが必要であった。

▲大衆浴場 玉の湯

▲草枕温泉てんすい

▲昨年のいちごマラソン大会

令和元年　第３回定例会　議案の審議結果

議番号 議　　　案　　　名
議第62号 平成30年度玉名市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
議第63号 平成30年度玉名市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
議第64号 平成30年度玉名市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算

議第65号 平成30年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別
会計歳入歳出決算

議第66号 平成30年度玉名市水道事業会計決算
議第67号 平成30年度玉名市公共下水道事業会計決算
議第68号 平成30年度玉名市農業集落排水事業会計決算

議第80号 専決処分事項の承認について	 専決第4号
令和元年度玉名市一般会計補正予算（第4号）

議第82号 令和元年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
議第83号 令和元年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
議第84号 令和元年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）
議第85号 令和元年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第2号）

議第86号 令和元年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会
計補正予算（第2号）

議第87号 令和元年度玉名市水道事業会計補正予算（第2号）
議第88号 令和元年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第2号）
議第89号 令和元年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第1号）
議第90号 玉名市伊倉ふれあいセンター条例の制定について

議第91号 玉名市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の
一部を改正する等の条例の制定について

議第95号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議番号 議　　　案　　　名

議第96号 玉名市天水石けん加工施設条例及び玉名市行政財産使用
料条例の一部を改正する条例の制定について

議第97号 玉名市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

議第101号 玉名市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

議第102号 玉名市立小中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について
議第103号 玉名市教育センター条例の一部を改正する条例の制定について

議第105号 玉名市上下水道事業職員の給与の種類及び基準に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

議第106号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及
び規約の一部変更について

議第107号 指定管理者の指定について
議第108号 指定管理者の指定について
議第109号 指定管理者の指定について
議第110号 指定管理者の指定について
議第111号 指定管理者の指定について
議第112号 指定管理者の指定について
議第113号 指定管理者の指定について
議第114号 市道路線の認定について
議第115号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第116号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第117号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第118号 人権擁護委員候補者の推薦について

■全会一致で認定、承認、可決した議案

人　事
　人権擁護委員の推薦について

同意しました。
（敬称略）
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■賛否の分かれた議案
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議第60号 平成30年度玉名市一般会計歳入歳出決算 ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

議第61号 平成30年度玉名市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算 ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○

原案可決
（賛18、反1）

議第81号 令和元年度玉名市一般会計補正予算（第5号） ○×○○○○○○○○○○○○欠席×○○
議
長○

原案可決
（賛16、反2）

議第92号 玉名市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について ○×○○○○○○○○○○○○欠席×○○

議
長○

原案可決
（賛16、反2）

議第93号 玉名市長等の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について ○×○○○○○○○○○○○○欠席×○○

議
長○

原案可決
（賛16、反2）

議第94号 玉名市教育長の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定について ○×○○○○○○○○○○○○欠席×○○

議
長○

原案可決
（賛16、反2）

議第98号 玉名市福祉センター条例等の一部を改正する
条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○

議
長○

原案可決
（賛17、反1）

議第99号 玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に
関する条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○

議
長○

原案可決
（賛17、反1）

議第100号 玉名市大衆浴場条例等の一部を改正する条例
の制定について ○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○

議
長○

原案可決
（賛17、反1）

議第104号 玉名市公民館条例の一部を改正する条例の制
定について ○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○

議
長○

原案可決
（賛17、反1）

※新生ク…新生クラブ／自友ク…自友クラブ／創政未来…創政未来／市民改革…市民改革クラブ／無会派…会派に属さない議員

○…賛成　×…反対

陳情 審議結果
件　　　　名 所管委員会 委員会結果 本会議最終結果

陳第1号 国民健康保険財政への国庫負担割合をふや
すことを求める意見書の提出に関する陳情 文教厚生委員会 採択

（賛成多数）
採択

（賛成多数）

陳第2号 梅林地区における公民館新設に関する陳情 文教厚生委員会 継続審査
（全員一致）

継続審査
（全会一致）

陳第3号 小田地区における地域コミュニティーの施
設及び場所の確保に関する陳情 文教厚生委員会 継続審査

（全員一致）
継続審査

（全会一致）

陳第4号 小学校閉校に伴う旧月瀬校区コミュニ
ティー集会場及び広場建設に関する陳情 文教厚生委員会 継続審査

（全員一致）
継続審査

（全会一致）

陳第5号 石貫支館の地域の拠点としての避難所等に
関する陳情 総務委員会 継続審査

（賛成多数）
継続審査

（賛成多数）

陳第6号
三ツ川地区における地域活動等の多目的広
場及びコミュニティーセンター施設の整備
に関する陳情

文教厚生委員会 継続審査
（全員一致）

継続審査
（全会一致）

▲ふるさと返礼品のみかん・足袋

▲令和２年４月からの各種証
明書等手数料

各
種
証
明
書
等
手
数
料

戸籍謄・抄本 450円
除籍謄・抄本 750円
戸籍の附票 300円
戸籍記載事項証明 350円
除籍記載事項証明 450円
身分証明 300円
住民票 300円
住民票記載事項証明 300円
印鑑登録 300円
印鑑再登録 500円
印鑑証明 300円
諸証明 300円
所得証明 300円
課税証明 300円
納税証明 300円
資産証明 300円
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議会の活動 行政視察報告

市長へ６回目の『提言書』提出！

　金栗四三地域
創造戦略特別委
員会では、『大
河ドラマを活用
した地域活性化
に関すること』
等３つの調査項
目を柱に、多く
の調査研究を実施。これまでに５回（30項目）の提言
を行なってきた。今回は「玉名いだてんマラソン大会」
が更に充実するための提言書（右）を市長へ提出した。

〜〜　今回の提言内容　〜〜
１、	玉名市を満喫してもらうための応援とおも
てなし
	 ①	菊池川流域日本遺産を活用した、玉名
市独自の応援

	 ②	コース沿道での気軽な応援
	 ③	子どもたちのボランティア活動で盛り
上げる

２、	地域住民に早目の交通規制の説明会の実施
３、	大会当日に「玉名いだてんマラソン」に出
場されたランナーにアンケート調査を行
なう

◦11月17日（日）
　市民、警察及び消防などの協力のもと、
消防はしご車や県防災ヘリコプターなどが
出動し、玉名市総合防災訓練が実施された。
同時に市議会においても災害時対策会議の
模擬訓練を行なった。

◦11月19日（火）
　昨年８月に議会だより「たまて箱」に関
するアンケート調査を実施したところ、市
民の方々から多くの意見があった。その中
から、今後の市政運営における貴重な意見
については、市長へ報告し活かして頂くよ
う要望を行なった。

◦11月26日（火）
　昨年の議会改革度調査ラン
キングで、全国69位（県内１
位）を取得。その調査を実施
された早稲田大学マニフェス
ト研究所の北川正恭氏を招き、
更なる議会改革を学んだ。

◦11月30日（土）
　一般募集で結成された市民
応援団とともに市議会議員団が、
アンゴラチームの初戦を応援。
「アンゴラ・ア・ヴァンチ！」
や「ボア・ボーラ」などポル
トガル語での熱い声援を送った。

災害時対策会議における
運営会議の模擬訓練

議会だより（たまて箱）
アンケート結果報告

議員コンプライアンスに
ついて学ぶ〜議員研修会〜

女子ハンドボール世界選手権
アンゴラチームを応援

▲災害時対策会議の模擬訓練（天水グラウンド）

▲市長へ提出する議会広報広聴特別委員会

▲研修会の様子

▲アンゴラチームの初戦を応援

▲講話を行なう北川正恭先生

▲アクアドーム会場

議会改革推進特別委員会	 令和元年10月30日〜31日

広島県三
み よ し

次市 議会報告会・懇談会の取り組みについて

　三次市では議会改革として、議会報告会・懇談会を実施されていた。出
張型意見交換会として、地域の老人クラブや民生自治組織に議会の方針を
説明。また、常任委員会が所管する各団体との意見交換会を行い、既に取
り組まれている内容に「※ＰＤＣＡ」を追加して、課題解消に向けた取り
組みを実施。本市でも、市民との直接対話の促進が必要だと感じた。

山口県防
ほ う ふ

府市 議会改革の取り組みについて学ぶ

　防府市議会では、市長その他の執行機関を監視・けん制するだけでなく、政策提言、政策立案機能を
高め「幅広く市民の意思を反映する」という議会の役割を果たすため、議会報告会を実施。本市でも開
かれた議会として、政策立案のため、議会と市民が市政全般にわたっての情報及び意見を交換する議会
報告会が必要だと感じた。
☞※PDCA：行政活動を、より効率的で効果的に行う手段のこと。Plan（計画・立案）Do（実施・施行）Check（評価・検証）Action（改善・見直し）

金栗四三地域創造戦略特別委員会	 令和元年11月11日〜12日

山口県長
な が と

門市 ＪＡＬ向
む か つ く

津具ダブルマラソンの取り組み

　長門市では大会を通じて、健康増進と参加者及び大会をサポート
するボランティアと市民の親睦と融和を図り、大会開催に伴う地域
経済の活性化、さらには、交流人口の拡大に寄与することを目的と
して開催されていた。取り組みとしてゲストランナーとの前日交流
会やコース周辺の小学校では児童・教職員・ＰＴＡ及び保護者での
応援やエイドステーション（給水・飲食所）の運営を行ない、大会
を盛り上げられていた。また、出場されたランナーにアンケート調
査を行なわれており、アンケート結果や反省事項を整理･検証・改善し、ランナーの声を今後の運営に
反映させ、リピーターが増える魅力ある大会となるよう取り組まれていた。本市でも、第１回「玉名い
だてんマラソン」でのアンケート調査の必要性を感じた。

▲三次市での行政研修の様子

▲長門市での行政研修の様子

▲12月23日に市長へ提言書を提出
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その他の質問その他の質問

その他の質問その他の質問

その他の質問その他の質問

質 問
各施設の使用・建設に対し広域連

携での取り組みについて

　各施設の使用料金を市内外を問わず統一
することで利用促進を図れると思うが、本
市での取り組みを伺う。また施設建設に対
しても玉名・荒尾地域で広域的に取り組む
ことで財源負担軽減にも繋がると思うが市
の見解はいかに。

企画経
営部長

施設ごとに状況が異なる。機会が

あれば意見交換や検討を行なう

　料金の統一については、施設ごとに状況
が異なるため、今後も慎重に検討していき
たい。
　また、広域での施設建設については、斎
場や衛生施設等は既に取り組んでいるが、
陸上競技場等については検討されていない。

市長
各自治体のニーズや建設意欲も異
なることから、今後情報交換を積

極的に行ない、「10年ビジョン」
に掲げたように、広域連携の強
化を推進していきたい。

質 問
長期間保育が増え、管理された中で

育つ子どもたちにゆとりの空間を

　睦合小学校・大野小学校の児童が利用す
る学童保育所は、過密状態である。他の施
設と比べると遊び場が少なく、子どもが育
つ環境として適切でない。岱明ふれあい健
康センターの利用可能な部屋やトレーニン
グルームの空き時間を活用してはどうか。
また敷地内建設も考えるべきではないか。

健康福
祉部長

子どもの安全と安心を考えた施設

整備を行なっていく

　睦合小学校区及び大野小学校区の学童ク
ラブは、利用者数の増加に伴い平成30年
度から改修整備した施設で運営されている。
子どもの遊び場として、近くの睦合小学校
の体育館などを利用している。今後も子ど
もの安全と安心のために、学校や保護者、

運営法人とも相談し、岱明ふれあい健康セ
ンターの活用も含めて考えていく。

質 問
市民の福祉・健康を守るための施

策について

①ロタウイルスワクチンの定期接種開始に
伴う同学年の非対象乳児の助成について

②ピロリ菌検査導入について
③補聴器の電池の助成について

健康福
祉部長 各種の助成状況について

①定期接種対象者は、厚生労働省の各種部
会審議を踏まえて定められており、これま
で同様、国の予防接種法に基づき対応する。
②国や県の動向を見極めるとともに玉名健
診センター等とも協議を重ねながらピロリ
菌検査の実施、補助の実施に向けては検討
していきたい。
③補聴器の購入や修理費を助成する「身体
障害者等補聴器支給事業」「難聴児補聴器

購入費助成事業」があるが、現段階では障
害者総合支援法に基づく制度であり、電池
については助成対象になってい
ない。

◦	公的施設における除
草剤の使用状況につ
いて

◦	タマにゃん教室につ
いて

◦	市長の選挙時の公約
（マニフェスト）の進捗
状況について

◦	地域を守る建設土木
工事の担い手を育て
る公共工事の平準化
について

QRコード ▼

QRコード ▼

QRコード ▼

▲学童保育を利用する児童たち

▲横島総合保健
福祉センター
ゆとりーむの
プール
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議
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議
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志
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議
員
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新
生
ク
ラ
ブ
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
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市
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革
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（
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来
）
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公
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松
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憲
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議
員

（
自
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ク
ラ
ブ
）

プール利用料金表

区　　分 料金

玉名市内に居住する大人
（70歳以上の者に限る） 200円

玉名市内に居住する大人 300円

玉名市外に居住する大人 500円

玉名市内に居住する小人
（中学生以下） 200円

玉名市外に居住する小人
（中学生以下） 300円

質 問
非正規職員の待遇改善やその方向

性について

　10年程前に保育士を含む臨時職員の
方々の待遇改善を一般質問の場において関
係所管課へ強くお願いをした。また、国会
議員の方にもその旨の要望をしたところで
ある。政府の「働き方改革」を背景に、非
正規職員へのボーナス支給や他の待遇改善
について、本市に伺う。

総務
部長

会計年度任用職員制度導入に伴い、

令和２年度から待遇改善を図る

　令和２年度から、非常勤職員を中心に多
くの非正規職員が会計年度任用職員に移行
するが、それに伴い、待遇改善につながる
制度設計を行なってきた。具体的には、期
末手当の支給や再度任用された場合の報酬
の引き上げなどがあるが、本市の特徴とし

ては、初年度から期末手当を常勤職員と同
水準で支給することや月額の報酬を現行よ
り上回るよう設定していること
が挙げられる。

質 問
未就学児の児童発達支援事業につ

いて

　発達障害などの療育は３歳から８歳まで
が非常に重要である。早めの療育は、子ど
もたちの未来を大きく左右する。本市の現
状やこれからの取り組みを伺う。

健康福
祉部長

早期発見に努め、療育に繋いでい

る

　乳幼児健診を初め、児童発達支援センタ
ーの療育相談員が幼稚園や保育所を巡回し、
早期発見に努めている。保護者からの相談
が早期発見に繋がる最も大きなきっかけと
なるが、保護者側のそれぞれの諸事情によ
り、障害児相談支援に繋がりにくい場合も
ある。サービスを必要とする児童がスムー
ズに利用できる体制づくりや利用者の増加
傾向などに対する課題解決に向け、検討を
重ねている。

質 問
公共施設マネジメントにおいても

圏域的に取り組んで！

　地方財政においては、老朽化した公共施
設の維持管理に多額の予算が必要になって
いる。人口減少社会において、今までどお
りすべての施設を市町村単独で維持してい
くのは難しくなる。よって公共施設のマネ
ジメントにおいても圏域内で取り組んでは。

企画経
営部長

共同で行なうことが可能な事業の

洗い出しを行ない、政策連携を図

る

　公共施設の建設や改修の分野において、
事業計画を提案できるよう体制の強化と市
町間職員の緊密な連携を推進する。現在取
り組んでいる「玉名圏域図書館等相互利用
事業」のような、共同利用できるものから
検討を始め、他に共同で行なうことが可能

な事業の洗い出しをしっかりと行ない、政
策連携を図る。

◦	野犬出没の対応につ
いて

◦	新玉名市民会館のこ
けら落としのゲストに
ついて

◦	玉名大俵まつりの経
済効果は

◦	生活道路及び市道の
管理体制は万全か

◦	不登校児童の支援に
ついて

◦	新年度予算編成につ
いて

QRコード ▼

QRコード ▼

QRコード ▼

 

 

玉名圏域定住自立圏共生ビジョン 

（平成２９年度～平成３３年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県玉名市 
  

▲未就学児への療育の様子

▲市民課で窓口対応をする職員

▲玉名圏域定住自立
圏共生ビジョン

　今期定例会の一般質問は12月９日㈪、10日㈫、11日㈬の３日間にわたり行ないました。 QRコードで録画映像を 
☞

 
ご覧いただけます一 般 質 問 ここが聞きたい
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その他の質問その他の質問

その他の質問その他の質問

その他の質問その他の質問
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質 問
関係法令の改正を受け、嘱託員の

あり方について、将来を見据えた

方針を

　嘱託員設置条例を廃止する理由、また嘱
託員制度を今後どうするのか伺う。人口減
少で区長のなり手不足も少なくない。今回
の法律改正を受け、嘱託員の役割と業務内
容、区長の役割、区長＝嘱託員といった今
までの体制を、見直す時期ではないか。

総務
部長

委託契約により引き続き業務をお

願いするが、体制について今後検

討を進める

　法改正により非常勤特別職員の任用要件
が厳格化されることに伴い、嘱託員がこれ
に該当しなくなるため、条例を廃止する。
市の円滑な行政運営を進めていく上で嘱託
員が担っている役割、業務は極めて重要で
あるため、区長と委託契約を締結し、引き

続き業務をお願いする。今後の体制につい
ては、少子高齢化による担い手不足の問題
を抱えている行政区が増加して
いることから、将来を見据えた
最善の方法について検討を進め
る。

質 問
子どもの貧困対策（子ども食堂）

の現状について

　いわゆる貧困世帯の子どもは、７人にひ
とりと推計されている。全国では、ボラン
ティアやＮＰOが、未来を担う子どもた
ちのために放課後や休日に子ども食堂を開
設し、無料や低料金で食事の提供をされて
いる。本市の現状と、補助等について伺う。

健康福
祉部長

子どもの貧困対策に対し、一層の

充実した対応を図っていきたい

　市内では、２カ所の子ども食堂が開設さ
れ、一回当たり約20名の子どもたちが利用。
助成等は行なっていないが、子どもの貧困
対策として、「子どもの学習支援事業」を
実施。支援内容は、「貧困の連鎖」を防止
するため、生活困窮世帯の小・中学生、高
校生を対象に、学習支援、基本的な生活習

慣の習得支援、学校や家庭以外の居場所づ
くりの支援を行なっている。今後、子ども
の貧困対策に対し一層の充実した対応を図
りたい。

質 問
健康への自己管理のため歩数計を

活用した健康増進事業の復活を！

　健康増進事業として平成13年から始ま
った「いきいきウォーカーズ倶楽部」を健
康増進、病気予防、ストレス解消を目的に
復活してはどうか。高齢化が進み、保険料
を抑制するためにも「ウォーキング手帳」
の在庫を有効活用してはどうか。

健康福
祉部長

他自治体が行なっている事業も注

視しながら検討していく

　この事業は、旧玉名市において金栗四三
氏の日本スポーツ界発展の意志を受け継ぎ
開始され、市町合併後も自主的に行なって
いる方がおられる。現在、当市でも高齢化
が加速し、社会保障制度の維持が懸念され、
虚血性心疾患、脳血管疾患等の健康障害予
防や糖尿病等の重症化予防、高齢者の認知

症予防など自己管理のための指導や支援を
行なっている。現代社会では健康に関する
スマホのアプリも開発され、今
後、他自治体が行なっている事
業も注視しながら検討していく。

◦	大規模災害時の対応
について

◦	玉名いだてんマラソ
ンについて

◦	将来的な公共施設の
あり方について

◦	令和２年度予算の収
支見通し及び予算編
成方針について

◦	死亡届の手続きにつ
いて

QRコード ▼

QRコード ▼

QRコード ▼

▲区長を中心に行われる清掃作業

▲3,373冊の在庫があるウォーキング手帳

質 問
合併して14年、今後の財政運営

について

　平成17年10月の合併以来約14年。発行
された約267億円の合併特例債が終了する。
また合併算定替による普通交付税も段階的
に減額され令和２年度に終了する。これか
らは財政的に厳しくなると思われるが、今
後の財政運営についてどうお考えか。

総務
部長

安定した財政運営を維持するため

に大規模な財政改革が必要

　令和２年度をもって合併特例債の発行、
普通交付税の合併算定替といった財政上の
優遇措置が終了する。近年の市の財政状況
は、地方債残高が伸び、基金残高が減少し
ている。限られた財源という制約の中で、
真に必要な施策を実施する為に、地方債の
年間発行額の上限設定、効果の限定的な事

業の廃止・縮小等による一般財源の確保、
現行の予算編成方法の見直しを
含む大規模な財政改革が必要で
あると考える。

質 問
新玉名駅が開業して９年。駅周辺

整備の対策について伺う

　整備の推進に向け、国土交通省からの人
材派遣はどうなったのか問う。思いきった
施策で県に働きかけたり、何らかのアクシ
ョンを起こすべきと思うが、進出企業への
アンケート調査後の対策及び商業ゾーンや
観光ゾーン等の今後の対策はどうお考えか。

総務
部長

県への人材派遣依頼、整備区域内

の文化財予備調査を行なっている

　国土交通省からの人材派遣は、昨年度要
望し、直接要請活動も行なったが、技術系
職員の派遣は難しく、現在は、県へ都市計
画等に精通した職員派遣を要望している。

建設
部長

アンケート調査後の対策として、
企業進出の上で課題となる文化財

の予備調査を進めている。調査をすること
で、対象の土地に文化財が所在するのか、
所在した場合は本調査費用や期間がどの程
度かかるのか、企業進出時に必
要な情報提供が可能となる。

質 問
厳しい水産業の現状について本市

の具体的な対応、支援について

　宝の海と言われていた有明海が、今では
悲しい海になりつつある。漁業就労者の高
齢化、後継者不足、漁場環境の悪化により
ノリやアサリ等の生産が大変厳しい状況で
ある。そこで本市の今後の支援策や取り組
みまた専門職員の採用について伺う。

産業経
済部長

産官学連携のもと、実効性の高い

効果的な取組に対し支援していく

　民間開発の各種資材を用いた底質改善や
稚貝育成の実証実験、漁業収入の安定確保
のための大学との連携による新たな水産分
野への転換、更には現在の漁業組織の最適
化等について、漁協と共通認識のもと、議
論を深めていくことで必要な支援策を考え
ていく。

市長
専門職の計画的な採用について漁
協の意見や要望などを把握しなが

ら、市の施策として取り組む中、
必要があれば検討する。

◦	学校教育について
◦	公共工事について

◦	市総合防災訓練につ
いて

◦	公立保育所の充実に
ついて

◦	玉名第１保育所の建
設と旧庁舎跡地につ
いて

QRコード ▼

QRコード ▼

QRコード ▼

▲新玉名駅周辺区域

▲合併特例債を活用し建設中の市民会館	
６月オープン予定

▲アサリ調査の様子
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2月 18日㈫ 議会運営委員会

25日㈫ 開会

3月 4日㈬ 一般質問

5日㈭ 一般質問

6日㈮ 一般質問

9日㈪ 一般質問（予備日）

10日㈫ 総務委員会

3月 11日㈬ 総務委員会

12日㈭ 建設経済委員会

16日㈪ 建設経済委員会

17日㈫ 文教厚生委員会

18日㈬ 文教厚生委員会

25日㈬ 閉会

議会広報広聴特別委員会
（委員長）北本　将幸　　（副委員長）赤松　英康

（委 員）坂本　公司　　吉田真樹子

　　　　　古奥　俊男　　松本　憲二

　　　　　德村登志郎　　嶋村　　徹

玉名女子高等学校

松
まつお

尾　亜
あ み

美 さん
　金栗さんと、十二支が一緒に
走る様子を描きました。今年は
子年なので、ねずみが先頭です。
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　議員の任期も折り返しを迎え、今議会では、議長、副議長、各委員会の改選が行なわれた。

　議会広報広聴特別委員会も新メンバーとなった。これまでレイアウトの変更など、読みやすい紙面改

革に取り組んできた。超情報化社会の現代において、あらゆる情報がネットで得られるようになった。

議会においてもネット中継などその流れに乗り遅れない様改革に取り組んでいるが、一方で紙媒体とし

ての「議会だより」の意義を今一度見つめなおし、さらなる紙面改革に取り組んでいきたい。

議会広報広聴特別委員会　委員長　北本　将幸

編集後記

３月定例会の予定

　※都合により変更になることがあります。

　議員の政策提案能力を高める目的で、初の政策コンクー

ルを11月19日に実施。議員また議員グループから５つの

政策の応募があり、プレゼンテーションを実施。議員全員

で選考し上位３点をさらに精査し、議員提案として実現化

を目指す。

初の政策コンクール実施〜政策提案の能力を高める〜

選ば
れた

政策
３つ ▲政策のプレゼンテーションの様子

美しい玉名づくり（持続ある社会づくり）

防災対策

観光拠点・防災拠点における
公衆無線ＬＡＮ整備

24時間の小児医療体制の構築を求める決議書、
くまもと県北病院へ

提出！
▲決議書を提出する

　中尾議長（中央）と北本議員（くまもと
県北病院機構設立組合議会議長：右）、
左は山下理事長（くまもと県北病院）


